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Studies on the Method of Continuous Operation 




Experiments were conducted on the pressure drop of the gas丑owingthrough the vessel， 
which was related to the stability of continuous丑owof gas ancl liquidヲ anclto the amount of 
entrainment in the exit gas， over wide range of the volumetric ratio of liquid in the vessel. 
Results obtained were as follows: 
By setting baftles in the vessel， the pressure drop was lowered markedly and it is proved 
that this equipment can be operated continuously in practical use. Also， some information on 






















L/Dt = 2.0 
D;/ Dt = 0.9 
D，/ Di = 0.5 
DzI Di = 0.55 
Wb/ Di = 0.25 
Wi/ Di = 0.2 




























実験装置のフローシートを図←1 に示した。横型捜持機本件~(l およびj資枠羽根 b はさきに，
四分槽の実験に著者らが用いた幾何学的相似槽←6)，8)のうち，一番大型のものとほぼ同 A 寸法
である。その形状， 寸法の詳細を図-2に示した。通気時の槽内ガス圧力損失を，ガスの入口











































































uq. _ j_ J~~ーキ 1 x lO -2~1 (図-5参照)
Ug l/d2 
t土手=と(訓2キ 0.5x104 










(5 ) c7)ニ 0.56
h半=0.56. ~ (判2土 0.3X 104 
ρua 乙 ¥UG ) 
(6 ) 
式(3)，(6)より
.P.l与=主1ユ主+217JL土 0.5X 104十0.3X 104 二 0.8x104 







pUら - pD~uG (8 ) 
(32) (180 x 10-6 poise) (18.4 x 2 cm) _: 1:" ，- 1 f¥-? 
二与 5 X 10-2 (l.29 X 10-3 g/cm) (18.4 cm)2 (10 cm/sec) (9う
P2-2 ガス入口管および出口管内の摩擦損失:(2-2) 
;sL流としてRe(dugρ/μ)キ13000
P2-z9c _ 2fL (Ug ¥2 7扇一一一亙一五A
?? ??
(2) (0.005) (4十5.5cm) 一 一・(102)宇 0.05x104 (l.8 cm) (9') 
上記計算の (1)管路断耐積のこの値は，1:ßJ -4 より P9c/ρ u~キ 0.9x104が得られる。一方，
す急激な変化による圧力損失の計算結果をノ-1'す (7) 式 Pl 9c/PU~ニ 0.8x104の値とほぼ等しい。




同図より明ρ9c/ρμちと Nt，との関係として図-6に示した。ド数 NtT(=n2 Dj9)に変換して，
n=O， 2.5 r.p.sに対応するフノレード数，N品 =0，0.1以外の測定値についても，らかなごとく，
異なる液量率について，P9c/ P9c/P Uるは UGに無関係に N討のみの関数として現われている。
£カミN貯の増加とともに Jりや/ρ品の増大する程度は，ρ U~ と Nþ， との関係を図一7 に示した。
増大するにしたがし、急激に大きくなっている。 lvT'r=Oに対応するたて軸の値，すなわち恨め/
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って，出口ガス中の液同伴量を少なくし， 1うれ/ρ u~ を小さくすることを試みた。
111.1-2 PYc/ρu~ におよぼす邪魔板効果
取り付けた邪魔板の概要を図-8 に示した。 ξエ 0.4について，邪魔板条件における ρ9c/PU~
とNJi¥・の関係を[文1-9に示した。 区i中破線は，邪魔
板のない場合に対応している。図より明らかなごと

















'" 与一 Wh 
Dt =18.4 
L / Dt= 2.0 
D; / Dt= 0.9 
Wp/ Dt= 0.1 
Wc/ Dt=0.05 
Wh/ Dtニ 0.03
Wi / Dt = 0.2 
Wc/Dt=0.05 
Wh/Dt =0.03 
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ム/1; :・/r/JJJJJLふ:一上7ゴ 戸宅一一一 -~t----__---~~ (t 
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N F'[-) 
図 10 pgc!puると N.Fかとの関係におよぼす εの影響(邪魔絞条件)











ントである。 N~F'， が大きく， かつ液量率が大きくなると， 槽内液中の気泡が出口液に同伴さ
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